
集団的貞葡権と庶発を請魯つだい　9月13日は）13：30～
○会場：相馬市はまなす館（入場無料）
○主催：しんら・相馬・鹿島・はらまう・小高・相双教職員九条の会

九条の会事務局長・東京大学教授小森線一氏講演会を開催
魯・婁旨　はらまち九条の余事 鳥　早坂

このイベントは、相双地区の6つの九条の会主
催で、東京の「たびせん・つなぐ」の企画した福
島県沿岸部の原発被災地の見学ツアーのメイン行
事として、全国九条の会事務局長・小森陽一氏の
講演会に参加、併せて地元民の意見発表を聴いて

まず講演会の前半は、地元の5氏から大震災、

相馬市在住のピアノ教師の阿部さんは、安全と
される放射線書下における生活、食料品などの摂
取による内部被曝への不安などを訴え、小高町で
秦象だった三浦さん臥新地町で新たに農業を再
開し、安全な農産物を生産する苦心などをお話し
ました。
現在、原町高校に勤務する大王さんから血相
双地区の高校が県内各地に分散して授業を行う危
機的な状況を切に訴えていました。
‘また、南相馬市民文化会館内の事業団前事務局
虚の石田さんは、地震被害で一時休止していた会
館活動再開後の各種文化活動の現状を報告。
・最後に、震災前別小高町の漁師志賀きんからは、

東北電力が建設を予軍していた小高浪江原発が、
地元住民の反対運動により建設が阻止された経緯、
そして建設中止のおかげで、今回の大震災での東
京を含む乗日本壊滅の危機を辛うじて免れたこと
など、大変興味深い報告でした。

積鳥向い蓼と今朝巨を考えるj
（D　過日の大飯原発善し止め判決の「福島原
発事故は我が国領大の公害、環億閏題」という
一文を示しながら、故靂削＝よ訃住民を無視し

た避鱒区域の設定、その後の施策が憲法22
魚に全面的に遵反していること。　※・
②　また1．と同じく、「原縄は電気を生産
する社会の重要なものだが、その稼働は爵法阜
人格権の中核部分よりも劣位に億かれるべき」
との大飯判決を引用しつつ、まず福島県内原

発すべての廃炉と、県内被害都に対する様々
な分断工作の克鹿など当面の卦要課題に言及。
③　旧来からの日米安保体制の下、第二次安
倍政権における安倍首相、当時の石破幹事長の
発言を取り上げ、各地の原発耶稼働に走る政
・財・官の思惑を拒み、事故原因者の東電の
責任を追及すべきこと。
④　60年前の「自衛隊・防緒庁」創設以来
の綬縛を振り返りながら、今年7月に閣議決定
された「集蕾的自衛権行使容認」の本質とは何

か、革だ今後、筆際に自衛隊が海外で「集忍的
自衛権」を行使できるようにするためには、数
多くの周辺立法が必要になるから、安倍政権
の最終目標とされる故意を止めるためにも、＿
「九条の垂Jの革の欄を更に推し進める必
要があること。
以上、約100名の聴衆は一律に、力強い小
森氏の吾葉に感銘を受けました‘

何人も、公共の福祉に反しな
い限り、居住、移転及び磯溝選択の自由を
有する。何人も、外国に移住半、又は国鰭
を離脱する自由を侵されない。
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r憲軌の世界の常鼓から鯵ずれてい魯一自民党改憲草葉－
今酬刊で
r憲法と鯵何か」を学ぼう
8月9日－『九条はらまち』Iぬ245で、
く右＞のように新刊案内を掲載しまし
た。その後、この本が新聞などで取り上
げられ、簡題に患っています。
AKB48の内山奈月さんは、なんと
『憲法』の全条文を暗記しているそうで
す。昨年のAKB48研究生の武道館⊃
ンサ血卜で審法48条rl OO条を略説
したことから、出版社の企画でこの本の
出版となりました。
療法の本でも会話形式なので分かり易
＜、知っているつもりの
憲法の基礎や基本が、ス
ーと一気に頭に入ってい
く感じです。
右が九州大の南野教授
左がAKBの内山さんト
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容法48条と100条をコンサ
卜でスラスラ披露
内山奈月（うちやま・なつき）
んに、九州大学準教授南野森（
なみの。しげる、‾現在は教授）
が、療法の基本を分かり易く2
闇で集中講義した内容を本にし
もので、憲法の入門書です．
内山さんは今年4月、慶応大
経済学部に入学した19歳の人
アイドルです。

鯵私たちを守るもので
励家橋カを縛尋も軌

』親法高貴 としての

解釈改憲鯵憲法を礪く覆る
一般の法律よりも一段上のもので『暴

‡寧婆墾』堕竪琴と写すL質空皇軍琴囁⊇空⊆垂撃墜
ちます。奮法は改正の手続き難しい『硬性帝法』（96
条）ですが、それは他の法律に勝つ力を維持するため
で、だから．『最高法規』となることができるのです。
軟性等法では最高法規にはなれません。

‾第2講　仔立憲主幕』とは帝法を政治の根本に据え、
憲法で国家を運営してい＜主義のこと。穿法は国家権
力を対象としていて、法律が国民を対象にしています。
だから国民は恕法によって守られ、療法で縛られる存
在ではない。惑法での国民の義務は教育、勤労、納税
の三つだけで、その他の義務は法律で課すのです。

第3讃　国民が『国民主権』の権限を行使できるの
は選挙のときだけです。だから間接民主制の選挙など
でいちばん重要なのは、政治的な『表現の自由』ですb
従ってマスコミの報道の役割が大事になってきます。

第5講　寮法は国家権力を縛るものだから。国家権
力にとってはもともと邪魔なもの。安倍政権の安易な
『解釈改蕎』は良くないし反対です。総理の一存で『解
釈改憲』ができるならし窓法の拘束力はなくなってし
まう。憲法を国民の判断を経ずに弱めることになる。

●場長草秦jではく上記＞の憲法の常識から逸脱
し、r立憲圭乱を全く無視し、「硬性憲法」の96集を
改める、国民に多くの義務を課した臥F特定秘密保護
法且でr表現の自由」を大きく制限しようとしています。
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◆「憲法は私たちを『縛る』ものと
いうイメージが私のなかには強くあ
ったが、実際はその逆でした。私た
ちの人権を守るために国家権力を親
御していたのだ。私たち国民の味方
であると嘗えろだろう。」（PlO5）

◆「解釈故意が手軽に行えるとして
も、それを繰り返すことは非常に危
険だ。解釈改憲を繰り返すうちに本
来の憲法の意妹がなくなってしまも＿ヽ
かねないからである。意法改正をす
るのか、解釈改憲ですませるか、そ
の判断が非常に重要であり、難しい
のだと患った。■j（P200）．

◆「憲法は、守らなければならない
価値を守る保守性と、時代の流れに
合わせてその意味を変えていく桑軟
性とをあわせ持っている。コンセプ
トを守りながら時代に沿って価値を
高めていく私たちアイドルの活動と
共通しています。」（P28の


